
 

『みんなで創ろう三保ふれあいの街・福祉の街』 

☆三保地区キャッチフレーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ お互いが気付き合える地域に 

☆ 小さな輪から大きな輪へ育てよう三保町 

☆ 三保町はつなぐ、つながる大家族 

☆ 老人も子どもも、皆が楽しく住めるまち 

＜将来の三保地区に向けて！＞（参加者から頂いたご意見の一部です。） 

・気軽に声をかけたり、あいさつしよう。 

・地域の行事にもっと関心をもって参加しよう。 

・いろいろな課題を話し合う場が大切。 

・学校、自治会、ボランティアなど垣根をとりはらって交流しよう。 

・高齢者も子どもも働いている人も交流がはかれるといいなあ。 

７ 三保地区 



◆ 地域活動を活性化するためのアイデア 

～情報を共有することが大切。～ 

困っていること 
・ 住民自身が地域活動の状況を把握していない。なかなか情報が伝わらない。 

・ 地域の活動に関心のない人が多い。 

・ 若い人は勤めがあり、なかなか地域の活動に参加できない。 

・ 老人会、自治会などの組織に入らない人もいる。 

こんなアイデアが出ました！ 
・ 地域活動や行事などの説明や PR 用のちらしなどを持って、人と会うなど情

報提供を工夫する。 

・ 活動の手伝いをするボランティアを確保するために、活動内容を広く、各世

代にお知らせする。 

・ 世代交流をする行事や活動では情報を提供することが大切になる。 

・ 住民自身も、地域の行事に、興味をもって、情報を得て参加することが 

大切ではないか？（地域でやっていることを知る努力をしよう。） 

・ 地域が行う行事にもっと興味をもってほしい。 

◆ 子どもからお年寄りまで地域で気軽に集まれる「場づくり」のアイデア  

～地域の拠点づくり～ 

困っていること 

・新しい住宅地が増え、地域との交流が難しい環境になってきている。 

・世代間で知り合うきっかけがなく、交流の場も少ない。 

（例えば、子どもと高齢者、子育て中の親同士の交流、障害者と健常者 

の交流、地域のボランティアが活動する場所などが少ない。） 

・地域で誰でも集まれる場所（若者から高齢者まで）がない。 

こんなアイデアが出ました！ 

・ いろいろな年代の人々が集まって交流できるような時間、居場所を考える。 

・ 自然に“集まる”、“くつろぐ”、“あそぶ”場所をつくる。 

・ 子どもから高齢者までが“参加できるもの”を作ったり、伝統的な遊びな

ど一緒に行なう。 

・ 世代交流を通じて、新しい活動が生まれる。 

・ 自治会単位で、誰もが参加できる話し合いの場を設けたい。 

・ 高齢者と子どもが交流する。公園で一緒に遊ぶ。（公園の共有） 

・ 学校、自治会、ボランティアなどうまく垣根を取り払って交流すると良い。 

（団体どうしの横の連携がとれて、皆が助け合える「まち」だといい。） 

 

 

 

 



◆ 地域のつながりをつくる「きっかけ」のためのアイデア 

～人と人のコミュニケーションを高めよう。声かけ、あいさつが大切。～ 

困っていること 

・近所どうしのつきあいが少なくなっている。 

・子どもの言葉づかいが悪かったり、大人も子どももあいさつする人が減って

いる。 

・ご近所との関係を親密にしたい。 

・子どもに注意しても文句を言われる。 

こんなアイデアが出ました！ 

・ つかず、はなれずで、近所づきあいの良いコミュニケーションを取りたい。 

・ まず、自分から近所に気軽に声かけ、挨拶する。 

⇒（お互い意識して気をつけてみる。） 

・ 朝と夕方の路上での“一声運動”を実施しよう。 

⇒（子どもや痴呆の人の見守りになる） 

・ 「あいさつスタンプカード」を作成し、学校や自治会で配り、あいさつ運動

をしよう。 

・ 回覧板をご近所に渡すときは、必ず、手渡しする。 

⇒（顔の見える関係づくりが大切。） 

◆高齢になっても障害があっても、共に暮らせる街作りのアイデア 

 ～福祉の理解と支援～ 

困っていること 

・ 家で引きこもっている人が多い。 

・ （足や意欲などの問題などいかに、引き出すかが課題）。 

・ 高齢者のみの世帯に何かあったら心配。 

・ 道路事情などで、外出が簡単でなく、高齢者の１人暮らしの方の生活 

（買い物など）が心配。 

・ 災害時などお年寄り、障害者の手助けは誰がするのか。 

こんなアイデアが出ました！ 

・ 地域のチラシや広報誌を通じて、高齢者、障害者の福祉の理解を広める。 

・ 高齢者・障害者をサポートするボランティア活動を行うために、自治会の

協力を得る。 

・ 手助けをする人は、小さな事から背伸びせずに出来る事から始める。 

（小さなグループでミニお食事会を実施する。） 

・ 地域のボランティア活動を知って、参加して欲しい。 

 

※紙面に限りがあるため，出された全てのご意見を掲載できません。ご了承下さい。 
 

 


